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□ お知らせ □ ハチの巣の防除

この時期、お客様から 「ハチが沢山飛んでいる」「家の中にハチの巣が出来ている」など

のご相談をしばしば頂きます。

弊社では、長年に渡りスズメバチ類やミツバチ類の駆除を様々な現場で行ったことがある

ため、一般家庭から工場においてハチ（スズメバチ類、ミツバチ類など）にお困りのお客様を

対象に解決できる手段や施工のご提案をしております。

スズメバチ類は、建屋の天井裏、床下などの人が手を出しにくい場所に生息していること

が多くあり、不慣れな方が駆除をしようとした場合、ハチに刺され最悪、急性アレルギー反

応（アナフィラキシーショック）で死に至るケースもあります。そのため、建屋内で巣を発見し

た場合には、調査から駆除までを専門業者に任せるべきです。

弊社では巣の駆除のご相談やご説明、お見積りに関しては基本的に無料でさせていただ

いておりますので、スズメバチ類に限らずハチ類全般にお困りの場合には一度ご相談くださ

い。

日差しが強くなり暑い日が多くなってきました。それに伴い、虫たちも活発に動き始め、スズメ

バチ類も営巣をし始める時期になりました。

日本に生息しているスズメバチ類は、3属16種（世界には4属67種生息）でこれは世界の国
々の中でも多い方です。また、新たに2012年頃から外来種のツマアカスズメバチが長崎県対
馬市に侵入していることが確認されました。この種は、現在日本国内で分布を拡大しており、九

州や本州に定着し、生態系に悪影響を与える可能性が危惧されています。加えて、本種の巣

の特徴としては、主に樹木や高層ビルなどの高い位置に営巣することや、在来のスズメバチ類

よりも大きな巣（幅約1m）をつくることがあります。また、ミツバチを攻撃したり、捕食したりする
ため、養蜂業への被害も起きています。さらに、本種は人を執拗に追いかけ何度も刺すという

特徴もあります。

ハチ類の巣を見つけ、自ら市販のスプレー等を使用し駆除しようとした場合、スズメバチ類に

襲われることがよくあります。マンションのベランダ、天井裏、軒先などにハチ類の巣を見つけ

た場合には、まず専門業者に相談しましょう。

昆虫は、黒く地味なものが多いイメージを抱いている方もいらっしゃるのではないでしょうか。しかし、

昆虫の中にはとてもカラフルで綺麗なものも多く存在します。

よく洗濯物を取り込む際に付着していたり、部屋の中に気付いたら飛んでいたりするカメムシの仲間

は臭く嫌われがちですが、中には綺麗なものも存在します。特にキンカメムシ類は、色鮮やかです。

右の写真のオオキンカメムシは、カメムシの中でも体長が約20mmと大型で、体色は橙赤色地に紫黒
色の大きな斑紋を持つ美しいカメムシです。成虫はツバキやミカン類の葉裏に集合するため、その光

景を見ると印象的です。また、同科に属するニシキキンカメムシは、カメムシ類の中では一番綺麗で

あると言われるほど、金属光沢があり色鮮やかです。しかし、本種が確認された都県は数少なく、なお

かつ局所的（山頂付近に生息しているツゲという植物を食草としているため）に生息しているため、な

かなかお目にかかることはありません。

カメムシ類のみならず、他の昆虫においても何気ないところでカラフルなものを見つけた場合には、

是非観察してみて下さい。

ツマアカスズメバチ
「出典：対馬の昆虫館」
http://yohbo.main.jp/vespa_velutina/ve
spa_velutina.html
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（色鮮やかなカメムシの仲間）


